
新年理事会議事録 
 

 平成 22 年 1 月 14 日 
広島ガーデンパレス 
１４時開会 
司会 金田和宏 
記録 笠野高志 

                            参加理事２１名 
1 開会の言葉   金田和宏 
2  新年挨拶    小畠恒治 「年末、年始の業界、行政の動向を交えて」 

      
3 議長選出 司会者指名により 門那良三氏を選出 
 
4 会務報告 小畠会長  スライドを使用して報告 

 
１２月３日  

広島県薬事衛生大会は１９名の会員が参加 「エソール広島」 
薬祖神大祭・祝宴は正副会長５名の参加  「県薬剤師会館」 
 

１月７日  
「県議会にて檜山俊宏・緒方直之・両顧問県議と懇談と御挨拶」 
「石原課長新年挨拶・薬務課にて意見交換」 
 
県薬剤師会館にて広島県薬業団体新年互礼会 
「石原課長より、佐々木昌弘新局長の紹介」 
  

小畠・二反田・小池・金田・門那５名にて参加 
   
5 保留案件の役員について 

 
副理事長・監事の人選は会長案が承認される 
中田勝之氏・田尻 晃氏を副会長 若木凌二氏監事 
「当初の案を決定した」 
 

6 会計状況報告 
 
平野会計より報告  
１２月末現在 甲・乙 計 300 名の会費徴収を確認 



新加盟 １2 名、の報告がある 
新規加盟業者もあり、１２月末時点、既に予算案で示した会費を徴収して 
いますが、若干数未納業者もあり、再度の連絡を行い催促するとのこと。 
 

7 22 年度 行事日程の発表がある 
資質向上薬事講習会６月１０日、１０月１４日(閉会後、理事会開催予定) 
車椅子寄付７月７日 
登録販売者対策講座８月８日 
通信教育の締め切りは９月１５日 
総会１１月１１日 
登録販売者試験８月下旬の予定 
 

8 資質向上薬事講習会について 小池委員長 
 

高齢者の合格者を会員に紹介、記念品を差し上げる案が承認される。 
「表彰・体験発表等を検討する」 
 
研修システム登録申請手続等の案の説明がある 

販社等の速やかな連絡の協力を求める 

 
平成２２年度の研修の申し込みを５月の連休あけに予定する 
加盟業者の従事者が予定数より新たに増えた場合は、一定諸経費のみ、追加

分として徴収する。 
 
他県への届出・申請の件 小畠会長より説明 
 
①連合会の受講状況等を他県に連絡するシステムが今後必要となる旨の 
説明。既に、問い合わせが数件あり山口・岡山・島根・鳥取各県に 
実施報告書を送付して連絡をとっており、広島県薬務課からもご指導を 
頂いているとのこと。 

 
②他県よりの連絡等が有った場合、不明な事が有れば、当会事務局および 
薬務課に連絡をしてほしいとのこと。 

 
③会員の皆様に御心配の無きようにと周知徹底対応を願いたいとのこと。 
 
④薬日新聞で掲載された社民党又市議員、質問注意書の記事を小畠会長が 
紹介し、原文を示して、ポイントを読み上げた。またこの件については、



１月７日に県薬務課で答弁書の読み方についての意見交換されたことが

伝えられた。内容には、「客観性透明性等は、各都道府県の判断するべき

ものである」と考えている。「ここでいう受講対象者の配置員と有資格者

とは異なる認識をもたれている。」とのこと。従って当連合会が、薬剤師、

登録販売者が講師を務める事は、現状可能であるとの見方である。 
その他の答弁に関してもさらに意見交換が行われたのち、理事会協議の

結果、

 

連合会は、昨年の資質向上薬事講習会と同様、基本的に同じ形式に

て行政の指導・協力のもとで、実施することが確認された。 

9 試験対策研修会の件 小池委員長 
８月８日に会場「広島ガーデンパレス」を確保しているが、１日だけでは

試験対策に足りないのではないかとの提案がある 
執行部より、医薬品販売は、有資格者の対面販売が大原則であるので、是

非とも一泊二日の研修会を開いて、資格を会員に取って頂くよう推進して

いきたい。現在１１５名の会員が合格しているが、前回講習会実施アンケ

ート結果では、今年の受験者は１００名以上と予想されるので、３００名

の会員中２００名の合格者を目標

既に、２回の研修実績もあり準備も整えているので、二日間の研修会実施 
にバックアップをすること。 

準備をするため各理事に協力をお願いする。 
 

５月のシステム登録確認時に合わせて、参加募集を募り実施に向け準備す

ることとなった。 
 
■ 薬務行政協力事業の件  小野業務部長 

イ、 車椅子チャリティー募金 ７月７日予定 
ロ、 ダメゼッタイ運動協力募金 講習会日に行う 
ハ、 献血事業協力 １０月１４日予定 
ニ、 薬と健康の週間協力 
ホ、 登録販売者試験受験受付協力 

「今年度も連合会で一括受付を行う」 
 
■ 会員親睦事業の件  小野業務部長 

イ、研修旅行 ３月１４日～１５日に予定 
ロ、ゴルフコンペ ４月と１０月に予定 
ハ、魚釣り ６月に予定 
旅行(昨年約１０万)、釣り(昨年約４万)等の会からの負担を今後はしない。 
原則自己負担とする。 
質問 旅行ぐらいは予算をとってもいいのでは？ 



(小畠会長) 
事業部では２０万の予算があるが。あくまでも自己負担にしてほしい。 
(各理事) 
ある程度の予算ラインを出していた方が計画しやすいこと。 
また一人当、５千円ということで設定したらどうか。など意見が出る。 
 
「一人５千円以下の補助、事業部の予算内におさめる。」と決議される。 
 

10 その他 
    ＮＨＫ広島局から取材の依頼がある事が伝えられる。 

現時点では詳しくはお伝えできないが、連合会では受ける予定である。 
 

 
11 議長解任 
12 閉会挨拶       二反田正弘  
13 閉会の言葉  司会  金田和宏 
 
16:30 より 別室で新年互礼会を開催した。 
 
 
 
 


